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徳
島
県
告
示
第
三
十
八
号

文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
徳
島
県
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
は
解
除
さ
れ
た
。

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

種

別

名

称

員

数

所

在

地

所
有
者
及
び
管
理
者

有
形
文
化
財

徳
善
家
住
宅
主
屋
一
棟

桁
行
二

一
棟

徳
島
県
三
好
市
西
祖
谷

徳
善

考
正

（
建
造
物
）

一
・
○
メ
ー
ト
ル
、
梁
間

一
○

二
、
七
一
三

山
村
徳
善
一
一
三
番
地

三
好
市

・
九
メ
ー
ト
ル
、
入
母
屋
造
、

・
二
八
平
方

、
一
○
七
番
地
二
及
び

茅
葺
（
鉄
板
仮
葺
）
、
東
面
・

メ
ー
ト
ル

一
九
七
番
地
三

西
面
・
北
面
突
出
部
附
属

伏
墓
及
び
石
垣
を
含
む
屋
敷
構

え
二
、
七
一
三
・
二
八
平
方
メ

ー
ト
ル

附
祈
祷
札
三
枚
、
一
一
三
番
地

に
面
す
る
道
一
一
五
メ
ー
ト
ル



徳
島
県
告
示
第
三
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関
と
し

て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

名

称

所

在

地

開

設

者

指
定
年
月
日

ス
マ
イ
ル
調
剤
薬
局
二
軒
屋

徳
島
市
南
二
軒
屋
町
一
丁
目
二

有
限
会
社
ウ
イ
ズ

令
和
元
年
十
二

店

―
八

月
一
日



徳
島
県
告
示
第
四
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機

関
の
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

名

称

所

在

地

開

設

者

変
更
年
月
日

旧

新

日
野
谷
調
剤
薬
局

フ
ァ
ル
コ
薬
局
日

那
賀
郡
那
賀
町
大
久
保

株
式
会
社
フ
ァ
ル

令
和
元
年
十
二

野
谷
店

字
大
西
一
〇
―
一

コ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

月
一
日

ズ



徳
島
県
告
示
第
四
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機

関
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

名

称

所

在

地

開

設

者

廃
止
年
月
日

ス
マ
イ
ル
調
剤
薬
局
山
城
店

徳
島
市
山
城
町
西
浜
傍
示
一
八
四

有
限
会
社
ウ
イ
ズ

令
和
元
年
十
一

月
三
十
日



徳
島
県
告
示
第
四
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機

関
の
休
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

名

称

所

在

地

開

設

者

休
止
年
月
日

仁
木
耳
鼻
咽
喉
科

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
川
久
保
一

医
療
法
人
仁
木
耳
鼻

令
和
元
年
十
月

九
三
―
一

咽
喉
科

三
十
一
日



徳
島
県
告
示
第
四
十
三
号

国
土
地
理
院
長
か
ら
、
令
和
元
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号
（
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
件
）
で
公
示
し
た
基
本
測
量
を
令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で

、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門



徳
島
県
告
示
第
四
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
公
告
す
る
。

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
者

地
域
の
名
称

住

所

氏

名

鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
浜
中
一
七
五
番

鳴
門
市
撫
養
町
斎
田
字
北
浜

有
限
会
社
す
ま
い
る
計

五
七
番
地

画

同

大
麻
町
萩
原
字
川
原
ノ
上
三
〇
番
三
、
三

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
東
中

あ
い
ハ
ウ
ジ
ン
グ

一
番
一
二
、
三
二
番
六
及
び
三
三
番
二
並
び
に
三

須
一
〇
九
番
地
七

一
番
一
二
及
び
三
三
番
二
の
各
地
先
市
有
地

小
松
島
市
中
田
町
字
上
浜
田
二
六
番
、
二
七
番
一

徳
島
市
富
田
橋
六
丁
目
八
番

株
式
会
社
村
上
不
動
産

、
五
〇
番
二
、
五
〇
番
三
及
び
五
二
番
一

地
一

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
字
天
島
六
二
八
番
一

吉
野
川
市
鴨
島
町
上
下
島
四

株
式
会
社
南
北

九
三
番
地
九

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
白
鳥
一
六
九
番
一
、
一
七

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜

株
式
会
社
東
京
不
動
産

〇
番
一
、
一
七
〇
番
二
、
一
七
一
番
及
び
一
八
九

五
〇
五
番
地

番
一
並
び
に
一
八
九
番
一
の
地
先
町
有
地

同

字
石
井
五
四
二
番
一

徳
島
市
昭
和
町
八
丁
目
五
五

有
限
会
社
優
企
画

番
地

板
野
郡
北
島
町
北
村
字
西
蛭
子
五
一
番
及
び
五
二

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
西
ノ

株
式
会
社
は
な
お
か

番
一

須
一
六
二
番
地
九

同

鯛
浜
字
か
や
七
九
番
一
、
七
九
番

同

江
尻
字
妙
蛇

株
式
会
社
渡
辺
不
動
産

二
、
九
三
番
一
、
九
五
番
一
、
一
三
一
番
一
及
び

池
三
二
番
地
一

一
三
二
番
一

同

字
大
西
八
六
番
一
並
び
に
八

同

鯛
浜
字
大
西

米
津

一

五
番
一
、
八
七
番
一
及
び
九
〇
番
一
の
各
一
部
並

八
四
番
地
五

び
に
九
〇
番
一
の
地
先
町
有
地


